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９ 月 定 例 会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

その他の質問
●夏野市政、16年間の成果と課題について
●震災支援 地震液状化対策について
●学校部活動における地域展開の将来像について
●道の駅のリニューアルについて

問①▶ これまでの財政健全化
の取組とその評価について問う。 
答①▶ 質の高い市民サービスを
提供するため、有利な財源の活
用、自主財源の確保、経費削減、
効率的な財政運営に努めてきた。
これらの取組により、昨年度の
実質公債費比率※は8.5%、将来
負担比率※も58.9%と、平成20
年度以降継続して指標が改善す
るなど、安定した財政基盤を堅
持している。
問②▶ 過去に経験のない豪雨
への対策を問う。
答②▶ ハード整備には時間と費
用がかかるため、早急な対策とし
て令和８年春頃までに「内水ハ
ザードマップ」を作成し、ホーム
ページで公表するとともに全戸
配布する計画である。
問③▶ 高 機 能 消 防 指 令 セン
ター更新等により得られる効果
を問う。
答③▶ 通報者がスマートフォン
で撮影するライブ映像をリアル
タイムで通信指令員に送ること
ができるLive119映像伝送シス
テムが加わる。言葉では伝えにく
い現場の情報がライブ映像で届

くことにより、迅速かつ的確な
災害対応が期待される。

問④▶ 子どもたちが安心して学
校又は学校以外の場所に通い学
ぶことができるための福祉サイド
からの支援について問う。
答④▶ こども家庭センターでは、
妊娠期から子育て家庭を継続的に
サポートし、不登校につながる可能
性のある要因を早期に把握し、支
援している。子ども発達相談室では、
専門医師による相談会や教室を開
催し、保護者に子どもたちへの接し
方や配慮について助言している。今
年度からは新たに児童館で「子ど
もの悩み総合相談室相談員」によ
る出張相談を開始した。また、「こ
ども家庭センター相談員」による保
育園や小中学校、フリースクール等
への巡回訪問も行っている。

【自民射水の会】
西 尾　　哲 議員

1 市制20周年の総括と評価について

2 過去に経験のない豪雨への対策
について

3 消防体制の強化充実について

今後さらに福祉と教育の連携を強
化し、子どもたちの健やかな成長
を支えていく。
問⑤▶ 新たな企業団地の整備
計画について問う。
答⑤▶ 現在、企業団地の適地調
査を進めており、令和８年２月末
までに数か所の候補地を選定予
定である。整備には多額の経費を
要するため、調査結果を踏まえ、
市主体で整備する場合は、土地の
確保と企業の立地が早期に見込
めることを条件に着手することと
したい。沖塚原企業団地の例より、
候補地選定から分譲開始までの
目安は４年程度になると考える。
問⑥▶ 富山新港内での釣り文
化振興について問う。
答⑥▶ 富山新港西波除堤が改
修され、安全性が確保されたこと
から、令和７年７月５日から土日祝
日限定ではあるが、釣り場として
開放された。今後も県と連携し安
全な釣り場の拡大について協議し
てまいる。

代表質問

４

５
６

こどもまんなか社会の実現に
向けた取組について
新たな企業団地整備について
海王丸パークについて

の用語については、最終ページに解説があります。　　　　　※
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その他の質問
●上下水道事業の持続について
●市民病院の経営状況について
●廃校体育館等を活用したアーバンスポーツについて

問①▶ ガソリン税や消費税の
減税政策の影響を踏まえた歳
入歳出の見通しと今後の予算編
成等について問う。
答①▶ ガソリン税の暫定税率
の廃止により約1,300万円の減
収が見込まれる。消費税は地方
交付税の財源であり、地方消費
税交付金として令和６年度は約
24億円が交付され、社会保障施
策の財源となっている。減収分
は普通交付税制度により国から
一定程度補填されるものの、財
政に影響を及ぼす可能性がある
ことから、今後の国の動向を注
視し、適切に対応する。予算編
成については、エビデンスに基づ
く事業の選択と集中を行い、優
先度が高く、未来へつなぐ戦略
的な施策に予算が重点配分され
るよう検討する。
問②▶ 液状化対策完了の見通
しと地域離散の対策について市
の考えを問う。
答②▶ 本工事を早ければ令和
８年度末から着工し、概ね３年
程度の工期を見込んでいる。一
日も早い液状化対策とあわせて、
道路や下水道の復旧を進めるこ
とが、住民の安心感を高め、住
民が地域を離れることを防ぐ効

果的な方策であると考えている。
なお、復旧後のまちづくりに必要
な支援については、関係部局と連
携しながら今後検討してまいる。
問③▶ 小島４区中野排水区の
雨水調整池の水深改善と排水
路改修について問う。
答③▶ 小島排水区の雨水調整
池については、堀込式で計画水
深2.5メートル、貯留量4,100立方
メートルの施設整備工事を発注
済である。調整池の水深を変更す
ることは、現在施工中の工事内容
に大幅な見直しが必要であり、工
事スケジュールにも遅れが生じる。
また計画の見直しに伴う設計費、
工事費について、市単独の財源が
大幅に増えることから困難である。
なお、既存排水路については、今
回の事業で雨水幹線を別に整備
することにより、排水路の水位の
上昇スピードを抑え、水路の流下
能力に対する負荷が軽減できる
ものと考えている。

【いみず志政会】
西 元　勇 司 議員

1 令和８年度予算編成について

３ 豪雨災害対策について

2 震災からの復旧復興について

４ 児童生徒の SNS・インターネッ
ト等トラブルについて

５ 農水商工業の経営安定化について

問④▶ 児童生徒に対する人権・
権利や差別に関する教育状況に
ついて問う。
答④▶ 今後も人権教育を継続
し、児童生徒が国籍や性別等に
よる差別や偏見を受けることが
ないよう、多様性を認め合う教
育を推進し、全ての児童生徒が
安心して学び、成長できる環境
を整えていく。

問⑤▶ 地域資源活用の連携を
支援する市認証制度・補助金制
度創設について問う。
答⑤▶ 他市事例を調査してい
くとともに、まずは既存制度の周
知、活用促進により、地域資源
を生かした商品開発や障がい者
雇用の促進を図ってまいりたい。

代表質問

※QRコードを読み込むと、議会中継をご覧になることができます。
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●行財政改革の取組姿勢について
●職員定員管理について
●小杉駅周辺整備について
●市民病院の経営状況について
●コミュニティ対策について
●コミュニティ・スクールについて

問①▶ これまでのまちづくりの
成果と課題について市長の見解
を問う。
答①▶ 成果としては、「妊娠期
から子育て期までの切れ目のな
い支援」、「小中学校における教
育環境の改善」、「AIオンデマン
ドバス導入による公共交通の構
築」、「企業・商業施設誘致によ
る地域活性化」、「行財政改革に
よる財政の健全化」、「射水ベイ
エリアの魅力向上による観光振
興」等があり、とりわけ子ども医
療費や保育料の無償化、子育て
支援施設の整備等の子育て支援
施策の推進は、子育て世帯の転
入にも効果があったと考えている。
一方、進学や就職を契機とした若
者の人口流出や少子化が課題と
なっており、これらの克服に今後
取り組んでいくことが必要と考え
ている。
問②▶ 外国人との共生施策の
方向性について、全国では様々
な問題が起きているようだが、
本市の考えを問う。
答②▶ 一部の外国人のマナー
違反や犯罪が問題になっているこ
とは報道等で承知している。

一方、企業などで外国人労働者
の受入れが進むことで、外国人住
民は今後も増加すると見込まれ、
多文化共生社会の形成に向けた
取組がますます重要になると認
識している。このことを踏まえ、外
国人住民への情報発信や相談体
制の充実、地域住民と外国人住
民との交流推進等を図りながら、
相互理解の促進、多文化共生の
地域づくりに取り組む。
問③i▶ 文化振興に向けて優れ
た施設を生かすソフト施策の充
実が必要ではないか。
答③i▶ ソフト事業については、
これまで指定管理者の業務に位
置付けていたが、今年度から芸術
文化事業を市補助事業とするこ
とに改め、新たな取組として小杉
文化ホールでのロビーコンサート、
子ども音楽コンクールなどが始

【自民議員会】
寺 岡　伸 清 議員

まっており、今後さらに充実させ
ていく。
問③ii▶ 優れた企画のために芸
術文化人材ネットワークが必要
ではないか。
答③ii▶ 広く本市ゆかりのアー
ティストや専門家から協力をいた
だくことは、本市芸術文化振興に
向けた新しい取組等が期待でき
ることから、人材把握に努めると
ともに、人材ネットワークの構築
も含めた人材活用方法を検討し
ていきたい。

代表質問 1 市制施行20周年にあたっての
所見について

３ 文化振興について

2 外国人との共生施策の方向性に
ついて

その他の質問
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問①▶ 今年度から始まった射水
ユースクリエイトについて問う。
答①▶ 高校生まで対象を拡大し、
主体的に地域活動やイベント開催に
参加できるよう支援する。学生がま
ちづくりに参画することで、社会経験
や視野を広げ、挑戦する人が集まる
まちになることを期待する。
問②▶ 5歳児健康診査を導入し、

発達障害が認識される時期に子ど
もの特性を早期発見し、適切な支
援等につなげることが必要ではな
いか。
答②▶ 早期に支援を求める子ども
や保護者にとって重要であり検討する。

問①▶ 特別障害者手当は、障害
者手帳を持たない高齢者でも医師
の診断書に基づき対象となり得る
が、「障害者手帳を持たないともら
えない」と思っている方がいると考
える。制度が活用されるよう周知
の徹底が必要と考えるが、当局の
考えを問う。
答①▶ 特別障害者手当は、精神
又は身体に著しく重度の障害を有し、
日常生活に特別な介護を必要とす
る状態にある、20歳以上の在宅の
方を対象に、精神的、経済的な負担
の軽減の一助として支給している。
要介護認定を受けている方で、障害
者手帳を取得していない方であって

問①▶ 介護保険の住宅改修・福
祉用具購入費の受領委任払い制度
導入への考えを問う。
答①▶ 利用者の立替負担が減る
一方、事業者対応に差が出るため、
両制度を選択できる形が望ましい。
制度の導入にあたっては、システム
改修が必要であり、来年度国が進め
る基幹業務システムの標準化への移
行が予定されていることから、この
タイミングに合わせ準備を進めたい。
問②▶ 認知症高齢者等個人賠償

責任保険の加入状況は。
答②▶ 若年性認知症の方も対象
で、33人が加入している。事故対応

問③i▶ 障がい者の福祉避難所を
直接避難できる指定避難所とする
ことが必要ではないか。
答③i▶ 施設の被災状況を知らずに
避難することで混乱が生じる懸念が
あり、現段階では想定していないが、
引き続き調査研究する。
問③ii▶ 避難行動要支援者支援制
度※への登録方法について問う。
答③ii▶ 地区社会福祉協議会が年
末に実態把握調査名簿に基づき戸
別訪問し意向等を確認している。名
簿に記載がない登録希望者は、市役
所または社会福祉協議会に相談する
ことで登録が可能である。

も、重度の障がいに類するケースで
は医師の診断書の内容に基づき支
給を認定される場合もあり、制度の
活用について丁寧に周知していく。

例はないが、万一の場合の安心感に
もつながることから事業の周知を進
める。
問③▶ 県外の教員不祥事に関わ

る市の対応について問う。
答③▶ 盗撮やSNS拡散など全国
的な不祥事を受け、服務規律確保や
研修に加え、各校での指導を徹底す
る。また、校内の整理整頓、複数人
での点検を行うなど児童生徒が安心
して学べる環境づくりに努める。

1 射水ユースクリエイトについて

1 特別障害者手当の制度の周知
徹底について

1 介護保険の住宅改修と福祉用具購
入の受領委任払い制度について

2 認知症高齢者等個人賠償責任
保険について

3 他県で発生した教員の不祥事
に関わる市の対応について

2 5歳児健康診査の導入について

３ 災害時の避難について

高 畑　吉 成 議員

根 木　武 良 議員

石 田　勝 志 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●国民健康保険税の滞納で、窓

口10割負担となっている世帯
の今後の対応について

●市内公立小・中学校の給食無
償化について

●救急薬品市民交流プラザの女
子便所の個数の増設について

その他の質問
●加齢に伴う「聞こえ」の問題に

ついて
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問①i▶ 東明小学校長寿命化改良
工事の概要とスケジュールについ
て問う。
答①i▶ 計画では、令和８年度から
令和14年度までの間に校舎、体育館、
グラウンド、プールの長寿命化を予
定している。なお、プール整備につい
ては、猛暑で計画どおり使用できて
いないことから、在り方について検
討している。
問①ii▶ 海老江児童センターの在
り方についてどのように検討してい
るか。
答①ii▶ 整備方針を協議していると
ころであり、こどもまんなか社会実
現のため、引き続きその在り方につ
いて検討する。

問①i▶ 意見集約に関する取組の
現状を問う。
答①i▶ 「学生・生徒によるまちづ
くり事業」などを通じて若い世代が
市に提案できる場を今後も設けて
いく。
問①ii▶ 提案の活用とフィードバッ
クについて問う。
答①ii▶ 企画立案段階から伴走支
援を行っている。今後も多様な世代
の意見を市政に反映させていく。
問②i▶ リチウムイオン電池※等の

回収体制を問う。
答②i▶ 市内家電販売店等のJBRC
協力店９店舗のほか環境課の窓口で
回収している。

問①▶ ペットの飼育がフレイル※

予防や介護給付費の抑制にも寄与
するとされているが、本市の取組に
ついて問う。
答①▶ 地域の集いの場やふれあい
サロンなどで、話題の一つとしてその
効果について紹介していくことは有
意義なことであり、公表されている
様々なエビデンスなども参考に、今
後どのような取組ができるか調査・
研究してまいる。
問②▶ 第６期中山間地域等直接

支払制度の主な変更点を問う。
答②▶ 1点目はリモコン式自走草
刈機やドローン等を用いたスマート

問①iii▶ 海竜スポーツランドのオリ
バースポーツフィールド射水隣接地
への移転新築について見解を問う。
答①iii▶ フットボールセンターと海
竜スポーツランドとの相互連携が一
層強化され、フットボールセンターで
の大規模大会や合宿の誘致など、相
乗効果に繋がる可能性も期待できる
ところである。財政負担や関係機関
との調整など様々な課題もあるが、
施設の老朽度からも早期に方向性を
決定する必要があると認識している。

問②ii▶ 今後の拡充と周知につい
て問う。
答②ii▶ 先進自治体の事例を参考
にした上で効果的な回収方法を検
討する。周知については、ごみカレ
ンダーへの掲載、市ホームページや
LINE等により実施する。
問③▶ 持続可能な財政運営に向

けた新たな財源確保を問う。
答③▶ 企業版ふるさと納税の新
規開拓など新たな財源の確保手段を
調査・研究する。

農業による作業の省力化、効率化に
向けた意欲的な取組を支援するス
マート農業加算の創設である。２点
目は複数の集落協定におけるネット
ワーク化（活動の連携）や統合等を
行った上で、主導的な役割を担う人
材の確保、農業生産活動等の継続
に向けた取組を支
援するネットワー
ク加算の創設で
ある。

1
北東エリアにおける公共施設
の長寿命化と今後の見通しに
ついて

1 若い世代の意見を反映した
まちづくりについて

1 ペットの飼育とフレイル予防
について

2 モバイルバッテリー等のリチウ
ムイオン電池の回収について

3 持続可能な財政運営に向け
た新たな財源確保について

2 農業関係について

杉 浦　実 議員

大 垣　友 和 議員

金　賢 志 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●大阪・関西万博での獅子舞披

露と台湾の旅行関係者を招い
た体験ツアーについて

その他の質問
●豪雨災害について
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1 学校プールについて

2 道の駅について

加 治　宏 規 議員

一般質問 問①▶ 学校プールのこれからの
在り方について問う。
答①▶ 近年、水泳の授業や夏休み
期間における学校プール開放が満足
に行えない状況になってきているこ
とに加え、整備費用の高騰や教員の
プール管理・運営に係る負担等の課
題から、今後の学校プールの在り方
について検討しているところである。
児童が安全で安心して学べる環境を
整えることを第一に考え、他市での
先行事例等も参考にしながら望まし
い教育環境を整えてまいる。
問②▶ 道の駅新湊は、県発表の

令和５年観光地等入込数ランキン
グで10位に入っている。リニューア
ル後の目標は。

答②▶ ハード面の改良に加え、リ
ニューアル後は新鮮な朝どれ野菜
の販売や新メニューの開発、さらに
は本館と別館の間に整備する広場
を活用してイベントを積極的に開催
することなどにより、年間100万人を
超える来場者数の実現を目標として
いる。

その他の質問
●新庄川橋の架け替えについて
●富山新港花火大会について
●空き家について
●文化財保護について
●保育園について
●市内公共交通について

決
算
特
別
委
員
会

　
　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
重
層
的
支
援
整
備
事

業
の
開
始
に
伴
い
、
特
別
会
計
の
一
部
の
事
業
が

一
般
会
計
に
移
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

を
問
う
。

　
　
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数
が
減
少
す
る

中
で
、
令
和
９
年
度
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
手
法
や
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
幅
広
い
世
代
や
属
性
を
問
わ
な
い
支
援
を
柔
軟

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
相
談
支
援
、
地
域

支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
介
護
予
防
事
業
を

一
般
会
計
で
実
施
し
た
。

　
財
源
は
大
き
く
増
減
し
て
い
な
い
が
、
一
体
的
な

事
業
実
施
に
よ
り
新
た
な
財
源
を
確
保
し
、
多
機
関

協
働
や
ひ
き
こ
も
り
防
止
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
な

ど
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

射
水
市
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携

し
な
が
ら
、
「
す
し
婚
」
な
ど
本
市
の
魅
力
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
き
た
。
今
後
も
内

容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
民
間

団
体
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
や
他
団
体
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
出
会
い
の
場
の
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問 問答 答
【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

【
一
般
会
計
】

議
案
２
件
及
び
認
定
７
件
を
可
決（
認
定
）す
べ
き
も
の

と
し
ま
し
た
。

議会運営委員会  行政視察議会運営委員会  行政視察

●ワールドカフェによる意見交換会について
●ハラスメント根絶に関する決議について

●議会BCPについて
●YouTubeチャンネルにおける市議会ライブ　
　配信について

７月22日（火） 滋賀県長浜市議会滋賀県長浜市議会 ７月23日（水）滋賀県近江八幡市議会

他市議会の先進的な取組について行政視察を行いました。
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歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

９
億
３
２
９
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、総

額
を
４
７
６
億
８
１
５
７
万
２
千
円
と
す

る
も
の

令
和
７
年
度

射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
議
案
第
66
号
）

主
な
事
業

〇 

物
価
高
騰
に
伴
う
指
定
管
理
者
支
援
金

〇 

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
業
務

〇 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
除
雪
対
策
用

    

除
雪
機
購
入

〇 

小
杉
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
規

    

開
設
工
事

〇 

旧
八
幡
保
育
園
解
体
工
事

〇 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
×
マ
イ
ボ
ト
ル

    

推
進
事
業

〇 

公
費
解
体
に
伴
う
災
害
ご
み
処
分
業
務

〇 

小
杉
文
化
ホ
ー
ル
非
常
放
送
設
備
更
新

    

工
事

日　程 質問者 主な質問項目

根木　武良 委員
①小・中学校給食費の無償化について　②国民健康保険税の子どもの均等割について　
③高齢者のエアコン設置購入の補助制度について

山本　満夫 委員 ①万葉線について　②犯罪被害者等支援条例について

寺岡　伸清 委員 ①防災行政無線について

加治　宏規 委員 ①学校図書購入について　②出会いの場の創出について　③旧宮林家について

９月24日 中村　文隆 委員
①育休育メンの公園利用について　②のるーと射水による北東エリアから真生会病院へ
の通院について　③Switch IMIZUについて

大垣　友和 委員
①ウォータースタンド・マイボトル推進事業及びゼロカーボンシティいみず推進事業につ
いて　②市民の健康づくりとがん対策について　③特定健診の案内について

山崎　晋次 委員
①ひとり暮らし高齢者等除雪対策用除雪機購入について　②市道の維持修繕について　
③今後の市内体育館の在り方について　④観光について　⑤住みよさランキングについて

金　　賢志 委員
①生涯学習フェスティバル開催事業について　②高機能消防指令センター更新整備工事
請負契約について　③スマート農業への取組について　④内川周辺観光まちづくりについて

石田　勝志 委員 ①ケアプランデータ連携システム関連事業委託について

西元　勇司 委員
①公式観光ウェブサイトリニューアル事業について　②認知度向上プロモーション事業
について　③射水市バリアフリーマスタープラン(案)について

９月25日 高橋　久和 委員
①まち・ひと・しごと創生寄附金について　②８月７日の大雨による被害状況と市の対
応等について　③射水市定員適正化計画について

不後　　昇 委員
①フレイル予防の取組について　②地球温暖化等への取組について　③介護認定の判定
状況について　④人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）の普及について

予
算
特
別
委
員
会

特 別 委 員 会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

質問者及び質問項目 ９月８日
（予算説明）
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議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

９月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

介
護
需
要
の
拡
大
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、こ
れ
ま

で
紙
で
行
わ
れ
て
い
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
や
り
と
り
を
、ケ

ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
、介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
る
も
の
。

　

市
制
20
周
年
を
機
に
、本
市
の
認
知
度
を
更
に
向

上
さ
せ
る
た
め
、「
水
か
け
」を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
す
る
も
の
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充（
案
）

に
つ
い
て

ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

活
用
促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

認
知
度
向
上
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

（
市
制
20
周
年
記
念
事
業
）

　
　
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
、
ど
の
く
ら

い
児
童
は
通
っ
て
い
る
の
か
。
今
度
ど
う
推
移
す

る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
児
童
数
と
比
較
で
き
る
５
月
現
在
で
は
、
登
録

児
童
数
が
９
９
８
人
で
全
児
童
数
の
23
・
１
％
で
あ

る
。
平
均
で
９
０
６
人
の
利
用
が
あ
り
、
20
・
９
％

の
利
用
率
で
あ
る
。
少
子
化
に
よ
り
、
市
の
児
童
数

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
、
地
区
に
よ
っ
て
は
減
少

し
な
い
学
校
も
あ
り
、
必
要
な
場
所
に
必
要
な
数
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

小
杉
小
学
校
区
に
は
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
２

学
級
あ
る
が
、児
童
の
居
場
所
に
対
す
る
需
要
は
高

く
、現
在
定
員
に
達
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

も
あ
る
。

　
こ
の
た
び
小
杉
小
学
校
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、令
和
８
年
度
に
新
た
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
、運
営
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
る
も
の
。　

問答

　
　

本
事
業
の
実
施
に
至
っ
た
経
緯
、
「
水
合

戦
」
の
具
体
的
な
内
容
及
び
参
加
者
の
申
込
み
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

首
都
圏
在
住
の
本
市
ゆ
か
り
の
方
々
で
構
成

す
る
「
射
水
ゆ
か
り
ネ
ッ
ト
」
か
ら
の
提
案
を
踏

ま
え
、
「
水
合
戦
」
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
の
制
作
・
配
信
等
を
行
う
。

　

水
合
戦
と
は
、
水
鉄
砲
を
使
っ
て
水
を
か
け
合

い
、
胸
に
着
け
た
的
の
色
が
変
わ
っ
た
人
か
ら
退

場
し
、
勝
敗
を
決
め
る
も
の
で
、
各
回
40
名
、
計

３
回
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
老
若
男
女
、
国

籍
を
問
わ
ず
参
加
の
申
込
み
を
受
け
て
い
る
。

問答

　
　

当
該
事
業
の
対
象
と
な
る
市
内
事
業
所
数
は

い
く
つ
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
導
入
を

目
指
す
の
か
。

　
　

当
該
事
業
の
対
象
は
市
全
体
で
１
５
０
事
業

所
で
あ
り
、
他
自
治
体
の
先
行
事
例
で
は
約
30
％

の
事
業
所
が
導
入
し
て
い
る
。
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
相
互
に
導
入

し
て
成
果
が
出
て
く
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
は
50
％
の
導
入
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答
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令和７年度議会報告会 広くご意見をお聴きするため、委員会に分かれて実施しました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
25
日
19
時
か
ら
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
に
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
「
学
校

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
」
、
「
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
」
及
び
「
避
難
所
生
活
環
境
改
善
に
つ
い
て
」
説
明
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
12
日
19
時
か
ら
本
庁
舎
全
員
協
議
会
室
に
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
ご
み
戸
別
収
集
事
業
」
及
び
「
北
西
・
南
西
エ
リ
ア

で
の
『
の
る
ー
と
射
水
』
実
証
運
行
に
つ
い
て
報
告
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

動
画
配
信
に
よ
る
議
会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

　
　
　
議
案
及
び
報
告
事
項
に
つ
い
て

　
　

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
、
指
導
者
の
確
保
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
か
。
今
後
も
確
保
し
続
け
ら
れ

る
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

の
る
ー
と
射
水
を
買
い
物
等
に
利

用
し
た
際
の
配
慮
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。
買
い
物
後
の
重
い
荷
物
を
持
っ
て

歩
け
な
い
方
や
、
足
の
不
自
由
な
方
も

い
る
。

　
　

指
導
者
の
確
保
は
進
め
て
い
る

が
、
長
期
的
な
指
導
体
制
を
構
築
す
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
指
導
者
が
足
り
て
い

な
い
。
ま
た
平
日
の
夕
方
は
、
指
導
者

の
多
く
が
対
応
で
き
な
い
。
今
後
は
指

導
者
の
確
保
を
最
優
先
し
つ
つ
、
質
の

向
上
に
も
取
り
組
む
よ
う
議
会
と
し
て

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
足
の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
が
利
用

で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
全
て
の

方
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
バ

ス
停
ま
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
方
に
は

の
る
ー
と
射
水
の
利
用
が
考
え
ら
れ
、

足
の
不
自
由
な
方
等
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
他
制
度
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。

問

問

答

答

▼
主
な
質
疑
・
意
見

▼
主
な
質
疑
・
意
見

動画は
こちら▼

テーマ

HPは
こちら▼

※
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
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９ 月 定 例 会
議決結果一覧表

［議　案］ ［報　告］

［認　定］

※…議長は採決に加わりません。○…賛成　×…反対

《議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案について掲載》
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議
決
結
果議員名

石
田　
勝
志

大
垣　
友
和

西
元　
勇
司

西
尾　
　
哲

金　
　
賢
志

杉
浦　
　
実

山
本　
満
夫

寺
岡　
伸
清

呉
松　
福
一

加
治　
宏
規

高
畑　
吉
成

根
木　
武
良

欠　
　
　
員

中
川　
一
夫

中
村　
文
隆

山
崎　
晋
次

不
後　
　
昇

吉
野　
省
三

津
田　
信
人

堀　
　
義
治

奈
田　
安
弘

高
橋　
久
和

議案第79号
－

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
－ －

○ ○ ○ ○ ○ ○
※

○ 可決

議案第80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

《会 期》８月29日～９月26日／29日間）

番 号 件　　　　名 結 果

第66号 令和７年度射水市一般会計補正予算（第２号） 可決

第67号 令和７年度射水市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

第68号 令和７年度射水市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

第69号 令和７年度射水市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号） 可決

第70号 令和７年度射水市下水道事業会計補正予算
（第１号） 可決

第71号 令和７年度射水市病院事業会計補正予算
（第１号） 可決

第72号 道の駅新湊条例の全部改正について 可決

第73号 射水市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部改正について 可決

第74号 射水市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について 可決

第75号 射水市職員等の旅費に関する条例等の一部改正
について 可決

第76号 射水市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例
の一部改正について 可決

第77号 射水市水道事業給水条例及び射水市下水道条例
の一部改正について 可決

第78号 高機能消防指令センター更新整備工事請負契
約について 可決

第79号 令和６年度射水市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決

第80号 令和６年度射水市下水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第11号 専決処分の報告について ー

第12号 令和６年度射水市健全化判断比率の報告に
ついて ー

第13号 令和６年度射水市資金不足比率の報告について ー

第14号 令和６年度射水市継続費精算報告について
（一般会計） ー

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 令和６年度射水市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定

第２号 令和６年度射水市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について 認定

第３号 令和６年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算認定について 認定

第４号 令和６年度射水市介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について 認定

第５号 令和６年度射水市水道事業会計決算認定に
ついて 認定

第６号 令和６年度射水市下水道事業会計決算認定に
ついて 認定

第７号 令和６年度射水市病院事業会計決算認定に
ついて 認定

番 号 件　　　　名 結 果
議会運営委員会及び各常任委員会の閉会中の
継続審査 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

異議なき
旨答申

［その他］

［諮　問］
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傍聴者数

本会議 …20人
委員会 …19人

合計39人

次の定例会は、12月です

　会期日程は、決まり次第ホームページに掲載
します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-
6610）までお問い合わせください。

●広報委員会［委員長］津田 信人　［副委員長］加治 宏規
　　　　　　［委　員］高畑 吉成、不後 昇、堀 義治、奈田 安弘、高橋 久和

議 信通会
市議会だより用語解説

避難行動要支援者支援制度実質公債費比率

リチウムイオン電池

災害時の避難に不安があり、手助けを必
要とする方に対して、自主防災組織、地区
社会福祉協議会、自治会・町内会、民生委
員・児童委員などが連携して支援する制度

借入金（地方債）の返済額
（公債費）の大きさを財
政規模に対する割合で表
したもの

充電可能な二次電池の一種で、スマートフォン
やモバイルバッテリーなどの電子機器で広く
使用されている。

代表質問・一般質問における用語を
解説しています。POINT

▼ P５▼P２

▼P６

将来負担比率

フレイル

借入金（地方債）など現在
抱えている負債の大きさ
を、財政規模に対する割
合で表したもの

健康な状態と要介護状態の中間。早期に
適切な対策を行うことで、健康な状態に
戻ることもできる。

▼ P２

▼P６

９ 月 定 例 会 皆さんの傍聴をお待ちし
ています。
ご希望の方は、議会開催
日に本庁舎５階議会事務
局までお越しください。

本会議のインターネット中継及び会議録について本会議のインターネット中継及び会議録について
　議会だよりの代表質問、一般質問、予算特別委員会の欄のＱＲコードを読み込むと、議会中継を

御覧いただくことができます。

　９月定例会本会議の会議録は出来上がり次第（１２月上旬頃）、射水市議会のホームページに掲載

します。なお、会議録の冊子は、本庁舎５階議会事務局のほか、市立図書館や地区センターで閲覧す

ることができます。

過去の本会議の
インターネット中継はこちら

過去の本会議の会議録の
閲覧・検索はこちら




